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湯沢・雄勝地域の中心性に関する考察

～昭和初期における湯沢町の中心地機能を中心として～

益子清孝＊

Iはじめに

ある磯能地域ないし結節地域の中心地が保持する中

心機能の強さの程度，すなわち地域的統一機能の強度

を中心性(centrality)といい，大都市から中小部市あ

るいは農村の'｣､サービス中心にいたるまで，大,l､さま

ざまである')。この中心地機能や中心性の|刊1題につい

て理論的体系に纏めあげたのがChristaller,W-1933:'=

であり，本邦においては，小林ほか(1966)3ノ川辺19

67-1971)"'gg部'1969^そのほかによって論ぜ

られてきた。

一方，歴史地理学的な中心地研究は，中世から江戸

時代にかけての中心地の発生や分布構造について扱っ

たものと，明治期以後の中心地システムの変化過程を

論じたものとに大別される7)。

後者の研究には,*心地システムの近代化millの状

態や近代化以前と今IIとを対比したものなどがある。

Kobavashi(1962)'や武藤'1965}9>らは，幕末．明

治期の中心地システムを明らかにuまた，黒If(19

80)"'は，秋|Ⅱ県を11例として明治前期における中心

地の階層的配置について,満じてL､る。杉浦1979",

吉津(1978)12は明端・大正期を対象として社会経済の

近代化過程における中心地システムの変化について考

察し，森川1967)IÊ |二・松本(1971)ﾙ",i凹村(1979.'

'5)，渡辺1967';'6らは中心地システムの変化過程に注

Iしている。

筆者は，秋川県の通話|割から中心地の分布やその階

屑性，中心地機能について報告してきた171181.また，

I*手盆地における迩訓圏からの中心性について縦告し

てきた'9．それらは1970年代の本県の中心性にi"-:する

もので．あった。

そ二で，本稿は当節の地域研究「湯沢・雄勝」の一

＊秋|Ⅱ県立博物館

reとして，当該地｣或の中心地・湯沢市の中心性につい

て，特に昭禾'1初期における中心地機能とその地域的展

州について考察しようとするものである。

調査の方法としては，藩政期・明治期における雄勝

in;の産業櫛造に関しては半|｢1市太郎氏”や国安寛氏2'）

などの報告があり，それらの方法を参考にした。また

「秋lⅡ県名鑑｣22，「雄勝の全貌｣錫，「ゆざわ｣24),「雄

勝名勝誌･湯沢案内｣25)ほかの文書資料・文献および現

地調査などによった。なお，対象地域としては，現在

の湯沢市及び雄勝郡の行政|ﾒﾆに限定した。

Ⅱ湯沢・雄勝地域の中心性

1．人口重心の移動

湯沢・雄勝地域の人口動態を明治9年を基準年とし

てその指数で亙ると，同21年は110.5,同40年は163.9

と｣静加傾lAlをたどっている。大正9年には161.0と増加

傾向はにぶるが，昭和8年には指数186.4と再び琳加す

る。IWfll28年には指数223.1となるか，その後，湯沢・

雌勝地域は人11減少地域となっている。

こうした人11動態を人'1孟心26の移動から地域的に

考察Lてみ､ると，明治9年における人口重心は，現在

の湯沢市内館町・市立図書帥の位置となっている。｜可

21年には大きな変動は黙られないが，同40年には南西

方向に移動する。大正9年は北方に移動し，昭和8年

には北東の方向に移動している。戦後は明治前期の人

口危心に近L､位悩にもどるが，現在は昭和初'’1の位置

よりも'Uに北方に移動する（図2）。’1124ケ町村のﾉ、｢］

動態は図3に示したとおt)である。明治40年における

人'1｣稗加率の高い地域は，湯沢市三関・須川，雄勝町

秋ノ宮・拙堀・小野，羽後町元西馬音内・Ill代などで

あり，人口重心が南西部に移動した背景となっている。
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図2湯沢・雄勝地域の人口11亙心

大IE9年の人11琳加率の商い地域は，湯沢市山|[i、幡

野，雄勝町小野・秋ノ宮，羽後ⅢTの全域などである。

湯沢市三関・岩崎，稲Ill町駒形．｜||連，雄勝町院内．

揃堀，東成瀬村などは人口の停滞もしくは減少地域と

なっている。ことに，院内の場合，院内銀Illの体Ill等

により明治9年の人11を下まわるにいたった。こうし

た人iIの変動は，人口屯心を北方におしあげる結果と

なっている。昭和8年には，人口重心はさらに北東の

方向に移動するが，湯沢市湯沢・弁天，稲川町川連・

稲庭，雄勝Ill)横堀・小H*羽後町両馬音内・元西馬音

|ﾉ1・三輪，東成湘村などの人口琳加が反映されたもの

と考えられる。ことに，湯沢市市街部及びその周辺地

域の人ll琳加が顕著で，人11の郁市集中すなわち中心

地湯沢の都市化にともなう人｢I喧心の北方化をうなが

したものと考えられる(図4）。昭和5年から同19年ま

での秋川県の人11龍心の移動傾向を染ると，南西から

南の方向に移動する傾向があった。ill'l和10年には重心

は西に傾き，海岸部の秋Ill市・能代市などの部市とそ

の周辺地区の人L1増加の傾向をたどった27・湯沢．雄

勝地域においても同様に人11のu市集中化の経過をた

どったのである。

2．明治期における湯沢・雄勝地域の中心性

明治前川における秋旧県の中心地分布とその階層的

配置(図5）について，秋ffl県管内羽後七部陸中一郡迎

慌百戸以_上宿駅間里港口地名人口名産調によってみて

ゑる28．一般に，都市の順位規模は，部分地域ではな

く完結した地域では，人口数からゑた都市の(位と都

市の人1-1規摸との間には法則性がある291が,C.T・Si-

ewart(1958)によれば，第2位以下の部市に比べて．

第1位の人口規模が飛び抜けて大きい都市(primate

city)をもつ地域もあるという。その中脳1型もあると

いう。

秋川県の場合31iブライメイト・タイプに類似した

形態がみ､らｵLる。すなわち，秋Ill町の中心地規模87

88戸）が，2位中心地の規模（土|崎港2.166戸～湯沢町

1235戸）に比して極めて規膜差が大きい。2位中心地

には，上|崎港・能代港・俄手町・大館町・本mm・湯

沢町の6中心地となっている。3位中心地(712～916戸）

には，百三段新屋宿・亀田町・f71館IHJとなって､､る。

4位中心地(507～711戸)は，県北部の綴子宿・花輪町

村，五十||村・塩越村，さらに枇手盆地の大曲宿・六

郷宿・角|Ⅲl川村・浅舞付・院内鉱[Il町となってし、る。

柵Lて上位｢'1心地の分布は,m手盆地が卓越的で，磯

能的配置をゑると，藩政期の符理的な中心地，宿駅．
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昭 和9年｜|ｲ{和44年

湯沢市街地の変遷（国l地理院発ｲj涯万分ノ1

港l」・弁口雌落などの結節点，鉱山集落などが本県の

人コビ2(1

図4

中心地立地上の特質となっている。

秋|Ⅱ県管内羽後七(tl^'l｣一祁連樵百戸以上宿駅間

11'-.港口地名人口名産調によれば，湯沢・雄勝地域では，

上|従内宿・下院内宿・院内鉱Ill町・横｣力a村・湯沢町

・岩崎町．liii郷村（西馬音内）・榊迩村の8中心地と

なっている。湯沢町の場合，戸数1.235戸・人115,931

で卓越的規模である。次いで院内鉱m町（戸数516-人

｢12,203),SI埼町（同394・同1,844ノと続き，以下戸数

300戸未満となっている。一方，イ｢高人口名産調32によ

れば，雄勝棚の名産川品には生糸・真綿・垂極・麻糸

・藍・頁・漆器をあげている。宿駅間里港口地名人I」

名産調にもそれぞれ名産i'ii'iを指摘してL､るが，生糸・

真綿・亜種は，湯沢IIlJ・料崎町・横堀村・下院内桁・

稲}睡村などで指摘されている。麻糸は柵｣加村．上|洗内

宿・前郷村・稲庭村で，藍は岩崎町・上院内宿，黄(岬

草）は淵･崎BT・櫛吻i村・稲庭付などでふられる。特異

なものに，稲庭付の侃鈍，院内鉱m町の金銀～|塊内銀

Ill～があり，また秋Ill県地誌提要33の特産項の漆器に

入館村が，イi材に閲11村があげらｵ1ている。したがっ

て，湯沢。雄勝地域の中心性，すなわち化産的中心地

機能は，企種・製糸や真綿・麻糸，藍・真・温鈍など

の第一次厳nil及びその加i:業，それに院|ﾉ1銀iii,mm

Ｇ
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耐駅IA1llI潅11地縫ﾉJ1御恥i↓,,',洲」摘卒求潅柵il帥3)
「靴I}I禍，胸IﾉくI1tF巷」1．．，315:こより作成l

図5明治川における秋110.',Lの'I'心地分布
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図6

ている。湯沢町の耕地率は286％で低位である。分布

上，〃|地率の高位地域が湯沢町を洲篠している。耕地

率の低位な地域は，東成瀬(23％）・秋ノ宮(3.9）・皆

瀬(4.8）・院内(4.8)で，当該地域の南部及び東部の山

間地域である。概して，耕地率は北高南低型となる。

一方，山林の1戸当りの所有a杭をみると,芹瀬(1

戸当り63.2町歩）・秋ノ宮・東成瀬が所有而蔽が広く

湯沢町をはじめとして，Illln・弁天・岩崎・幡野・駒

形・川迎・三梨・峨加|・小1f・三輪・Iﾉq馬音内・新成

はｲ11対･的に低位である'1*16-1。

ﾙ地率とIll林所有度は逆ｷ|Ⅱ鷲I(相i則係数-0.5776̂ 的

な関係がたもたれるのが一般的である。

1戸当りの農耕地所有rli砿をゑると、三輪(2.05町

歩）・新成（1.92）。Ⅱ|代（1.90）・幡野（185）・弁天

(1.78）・illl道(1.69）・元両,1滑背内(152）・lllHl(1.58）

などの順となる。湯沢(0.26)・I坑内(0.26)・枇堀(0.62）

・lll迎(0．74・岩崎(0.99）・稲庭1.08;・西馬音内

漆器などの第二次産業が機能上，早くからそのにI'心性

の特質となっていた。

明治中期における湯沢・雄勝地域の土地利用度から，

当該地域の中心性について検I汁して垂る･土地利用繋

約度は，土地利用型式(土地利用景)，地形・気候など

|:地の''1然的性質，’2地Ill職と人I'帝度，地域社会の

文化段階や経済の在り方などに左右され，一般に森林

や鉱業用地のような略奪的利用地はffl放的である。一

方，中心性の強い，文化の発達した，経済の仕細が高

度化した地域の上地利用度は集約的である。そ二で，

ﾙ地率，耕地・HI'林の所ｲ可度34)から中心|北について考

潅1ナー
ォーミ’一J－0

耕地率の,部､地域には，幡野(878％）・三1肺(76.0）

・新成(759)・￥|崎(69.0)・弁天59.2,などの'I'心地・

湯沢の北部と111連(56.8)などがあげられる。次いで，

稲庭・西馬音内・髄幼'|が40錫台となっている。耕地卒

30%台の地域は，駒形・三梨・三閏・'｣､野などとなっ
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'1.14)などは所有面積が低位な地域である。農耕地所

有面mと耕地率との相関関係は殆んどない（相関係数

0.2427）が．図6－2にみるように腿耕地所有Illl積の

i.'.'j位(A),低位旧)地域に類型化することができる。

前者は粗放的な土地利用度を示す地域であり，後者

は湯沢・雄勝地域の土地利用度の集約的な中心性の高

次な地域である。即ち,Aグループは第1次産業の卓

越地域で,Bグループが第二，三次産業の卓越する中

心地に類型される。しかも，耕地率と所有面積の相関

が,Aグループが0.7449,Bグループが0.7216て･，と

もに向く，それぞれの土地利用度に|階I耐性があるもの

と考えられる。前者は農業柴約度において，後者は都

市的土地利用の集約度ならびに基盤となっている地域

経済の隣造的特質によるものと考えられる。それらは，

中心地とその後背地との関連を示すものであり，地域

的統合と地域的分化を示すものである。このような結

節地域形成の背景が，すでに叩l治川においても確認で

きるのである。

明治40年にi-u行された金岡柵也・松Il1源蔵共細「雄

勝名勝誌・湯沢案内」の序で，安藤和風(時雨庵)は次

のように述べている。「湯沢は槻を以て名あり，酒を

以て名あり，蔽穀繭蒜を以て名あり，而して更に人材

を以て名あり。是れ鳥海の秀霊，愛宕の梓美が，凝然

として錘まり，漢然として散ぜしものならざらんや。

而して，天富無限の院内銀Ill,国色無比の小町が里に

近く，信淵がI瓜々の聾を揚げ，一慾が不朽の骨を唾め

し地にも遠からず，儒南の名邑名匝たるもの墓にゆへ

あり。（略）明治丁未夏至後七日秋Ill魁新報社機に於

てII,f雨庵識」と湯沢・雄勝地域の地域的特質を如実

にあらわしている。同書の雄勝郡統I汁一覧・埴要物産

をみると，米(47.1％）・生糸（15.9）・鯛(11.5)・銀

（7.3）・酒類(6.8）・屑糸(30）・金(2.7）・大豆(1.6）

・漆器(1.5）・そのほかとなっている。米・牧穀紬蒜・

酒・鉱Ill-漆器などが地域経済の特質となっている。

米・寂穀繭統は，当該地域全域に及んでいるが，山間

地の東成瀬・皆瀬・三梨では，葉蝿草・小豆なども染

られる。第二次産業では，院内・Ill子内銀Illの金・銀，

湯沢・西馬音内・横堀・三梨・岩IKの酒類，川辿・三

梨の漆器，湯沢・西馬音内の織物などがあり，それぞ

れの中心地における生産的機能のﾉiに本的要素となって

いる。
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中心地は，経済的には物資やサービスを周辺地域に

提供して所得を得，逆に中心地は周辺地域から物筏や

労働力の供給をうけ，代金や賃金を支出する両面性が

ある。ちなみに,m治38年から実!施された塩専売制度

は，元売捌人・小売人の指定制を採用したか，その元

売捌人の分ｲIlは,']'心地と周辺地域の異質性・不完全

性を示すものであり，その流通によって機能地域とし

て補完される。

明治42年l崎塩販売所「塩購買力番附」（'亨真1に

は，湯沢町ﾉ〈町鈴木又三郎（買受高223千斤）・同前森

柿崎久イiSlI"!'202千斤）・同佐藤要吉(34千斤）．|司

大町富谷治助（22千斤）・藤木繭太郎(-),SIラ音

内町柴Ill従助(106千斤）・柴|刊与之助98千斤).拙吻li

町京野惣右術["](48千斤）・押切水吉(-),flfil進町

高久‘忠沿（90千斤）らIll元売捌人が記されている。塩

専売制からゑた'h心地として，湯沢町・西馬音内町・

稲庭町・横堀町をあげることができ，その中心性にお

いて階屈差を認めることができる。とくに，湯沢町の

塩買受m(全体の58.5%が卓越し，次し､でIﾉq馬音内

町24.8％，稲庭Ⅲno.9%となっている。

3．昭和初期における湯沢・雄勝地域の中心性

機能地域ないし紬節地域について，その地域の乍休

としての機能的統一を司る中心地が保持する機能には

－34－
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湯沢・雄勝地域の｢'1心a畠にmする将察

などは統計的にlﾘ]示できな

かったので今般は除外して

いる。川連村は漆器業を核

とした中心性に特異なもの

があり35)，湯沢IllJ-・院内町

は第二次・第三次産業部I"l

の中心性に特色がみられる〈

枇川'|町は第三次庶業部門が

特に高位となる中心地と考

えられる。

そこで，帝国興信所秋|Ⅱ

堂1,1i編「秋Ill県名鑑｣(昭釆'1

2年）所載の会社・銀行に

ついてゑると，郡総数51(会

社43社・銀行8行)4業所

のうち，湯沢町に25（会社

表1昭和初期における雌勝郡のおもなlili村の職業構成(%)

''ｲｲ和8年｢剛勝の余貌｣州勝文化協会により作'戊）22社・銀行3社）事業所が※う~ら|]歴11．¥%

※※会社員，日I紙，教師，艇職を含む

集中的に分布する。次いで。

I'll馬音内町(9).院内町・横’li町(各4).稲庭町(3),

岩|崎町（2），駒形村・川述村・東成瀬村・特赦村（各

1）にそれぞれ分布する。

銀行8行の本・支lll'l則係をみると，湯沢ⅢTでは(株）

雄勝銀行．（筏)湯沢銀行．（株)第四十八銀行湯沢支店

（本店秋Ill市）の3行が立地し，湯沢銀行が西馬音内

町に支1,1iをもっている。（株)-'Ⅱ後銀行i-Wi増Ill町）

は,Iﾉ同馬音内町・稲庭町・横ﾙﾙ町に芝ﾊ1『をもっている‘

(株Will銀行lirtllW)の院Iﾉ1支ISも立地している。

次に，各町村の個人・法人別営業税からその中心性

について考察して黙る。「秋Ill県s鑑」所救の桝業税

の|ﾘ]確な個人314人，法人25*の総'斯業税額は27,605円

でIii)者が15.983円(57.9%),後者は11.632円(42.1%)

である。1個人平均は50.9円，1法人平均465.3円とな

っている。各町村の営業税額及びその描成比はN7の

ようになる。湯沢町の営業税額19.375円(個人8,681円，

法人10,694円）は全休の70.2%を占め，個人憎業税額

で54.3％，法人営業税額で92.0％を占めている。次い

で，｜町馬音内（個人1.678円，法人486円),東成瀬（法

ﾉa.214円37))_枇堀（個人634円，法人103円),m崎(個

人648円）などがI断額地域となっている。以下，稲庭(430

円）・三IS(423円）・新成(412円）・11-1(11(372円）・院内

(368H)・Iﾘ]fe(290円）・三梨'234円）・川速(1921[l）。

管理的（行政的）・維済的・社会的・文化I1り，その他

の結節機関があり，そこに多くの地域1ﾐ民が熊散する

ことによって，その土地は地域の中心地としての磯能

をもつ二とになる。また，中心地機能には，階届ない

し規模の差がかなりあり，その差異によって，その機

能の及ぶ地域の大きさが異なってくる。

昭和8年発行の雄勝文化協会編「雄勝の′f貌一蛎蕗

縮」によって，昭和初期の雄勝郡主要IllJ-村の職業構成

mi)をみると，，葡次産業の卓越地域として湯沢町

・枇堀町・院内町・川迎村などをあげることができる。

湯沢町の場合，農業戸数が全体の2().2％で111)1ﾉ1では枇

堀ⅢJに次いで低位である。工業が15．7％で，第三次旅

業（商業30.0％，交通1.7％，公務n由17.4%,その他

15.1%;が64.2%となってL､る。枇堀町は，農業戸数

が14.4%で極めて低位で，第三次産業が81.4%(商業

21.4%,その他60.4%̂ と極めて間位である。院内町

の場合，第二次産業は10．3%であり，第三次産業（商

110.8%,その他43.0%)が,笥位となっている。川迎

村は，第二次産業・工業部門が52.8％となっており，

祁内町村では最高位となっている。第二次，第三次産

業30％代には岩崎町（36.3％）・三関村（38.0％)，

20%代が三梨付'23.3%)であり，他は農業戸数が80

%l:ﾉ､上となっている。ただし，西馬音内，元Iﾉ41,̂ 音|ﾉ1

－35－

町村名

湯

沢

市

に｡寺

↑111

川

Illl-

雌
勝
町

判
後
町

湯沢町

岩崎町

山川村

三関村

須Ill村

駒形村

川述付

三梨付

摘助i町

院lﾉ1町

新成村

明端村

旧代村

仙遊村

人11

13515

2281

5440

2618

3482

:-.',n

3944

2866

2232

4359

2367

3572

3119

2138

jJ数

２
０
９
４
△
６

６
７
８
４
４
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８
４
５

２

533

690

440

Ｒ
〕
ハ
０

４
＆
ワ
ム

ヘ
。
局
Ｉ

340

546

451

338

農業

20．2

63．8

84．2

62．0

85．7

92．9

40．6

76．8

14．4

36．0

84.1

84.4

83.4

793

工柴

喝71300
12.4

4．35．6

10.16.5

1．82．6

1．1
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4．1

4．3

l().3

勾
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１
１
１
１

行
Ｉ
１
入
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開業

１
７
０

６
６
３

21.0

10．8

2.1

7.7

1.1

3.(）

交通

1．7

1,6

公「I

17.4

2．4

1．4

2.(）

他

藍

15．1

23．9

3．5

18.4

7．9

16.2*

6〔).4

43_(）

13.8

0．6

14．4

13．6

術考

専業のみ
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（｢秋田県名鑑」一昭和2年一により作成）

図7昭和初lUlにおける湯沢・雄勝地域の営業税

幡野(158円）・駒形1140円）・小野(120円)のIll日となり，

そのほかの町村は100円未満となっている。法人の占め

る度合の高い町村は，稲庭(54.0％）・川連(43.8％）・

西馬音内(22.5％）・横堀(14.0％)などにすぎない。な

お，少額ながら侍瀬村は法人納税率が460％を占めて

いる38)。

Ⅲ湯沢町の中心地機能と中心性

1．中心地・湯沢の史的背景

湯沢は，慶長8年(1603)佐竹左衛i"l尉義種が城代と

鍛

雷樋

評

蕊

与えられた。

湯沢が町として認められたのは正徳年lisicmi～16,

といわれる。町は武士の住む内Ill｢と町人百姓の住む外

町に分かれていた。内町は館を中心にその北部地区で

ある北荒Illl．根小屋町・金池町・大工町・内郭町には

陪臣が，南部地区である内館・上町・下町・荒町・新

町にはl亘臣が，それぞれ(i;んでいた。外町は，吹張町・

Ill町・大町・柳町・前森町・平(f水IHJ-とほかに百姓村

3か村があった(享保郡邑記)。その規模は明確ではな

いが，雄平郁村記によれば，武家屋敬約200戸，町人

屋倣約300戸・百姓家20戸で，惣家居（実住宅数）約

1,000軒，人11約5,000であった。

寛政7年(1795)郡奉行制が復涌し，岩崎に奉行所の

御役屋・御蔵などおかれていたが，文政年間1818-

30）に湯沢に移され，湯沢町が雄勝肌の中心地として

の機能が熱附されていった。院|ﾉ1銀lllの|隆盛は，湯沢

町の商業的機能，すなわち，院内町の所預大Ill氏およ

び家I:の屋倣が湯沢にあった二とによる銀Illへの物資

調達，周辺農村の商i'ii'i作物（蝿草など）及び久保田城

下からの物盗の移川入等による商業涜本の蓄硫などは

湯沢町の商業的機能の促進をうながした。また，酒造

業・木材業も当地の特産化の方ll'lをたどり[ﾘl梢期に

飛躍的に発展する韮礎が醸成されていた。

一方，寛政6年(1794)に内館Ⅲ1に郷校時習館が創立

され，文教面における中心地としての基盤形成を建た・

lﾘ]治38ｲr-に奥羽本線が，昭和3年には湯沢・西馬音

|ﾉ､｣|H1に雄勝鉄迩がnil通することによって，湯沢Ill)の産

業，部市柵造にも大きな変化がもたされた。ことに，

1[戸川から知られた木材業は,Iﾘj治10年代に湯沢駅前

に製材工場が立地し，また，ブナ材の曲木加工で普名

として湯沢城に入って

からは佐竹氏の虻配を

受けることになった。

元和6年(1620)義章の

代に一国一城制によっ

て湯沢城は破却され，

城下に館を築き秒り住

んだ。以後，代々佐竹

本家の所領として佐竹

南家を称し約5,000石

の知行地を周辺地域に
写真2湯沢絵凶（斉膿1挺淀氏提供）

－36－



腸沢・雌勝地域の'I'心性にm-する考察

写真3雄勝部役所（明治4()年｢雌勝f.勝岬吻沢案内｣所倣

な秋田木工(株)も創立された。さらに，「湯沢酒屋13

軒｣(明和年間の湯沢絵図）で知られるil'1造業も鉄道開

通後に飛躍的に発展した。二とに，灘澗と対抗するた

めに、'1喋仁右衛門商店は地元戦質米と良水によって

速雌航法を開発し,「両関」の名で川荷し湯沢酒造界の

飛躍的発展に寄与した39．

2．昭和初期における湯沢町の中心地機能

昭和初期の湯沢町の人'1.戸数は，雌勝文化協会細

「雄勝の全貌」（昭和8年）によれば，リ)6.698人・女

6.817人・計13,515人,2.269戸であった。職業別戸数

では，農業20.2％（458戸)-1二業15,7%(355戸）・

商業30.0%680戸）・交通業1.7%(38戸）・公務及

I'lIII117.4%(395戸）・その他15.1%(343戸）とな

っており，第二次・第三次産業部I"]が79.9%を占めて

L､る。製造業における主要業撒は，酒造業・製材・木

［業・製糸業・盗種製造業などであった。

昭和7年度における碓造額は12,350ｲi,filliKUll万

1,950円であった。製材業では，湯沢製材(株）・丸合製

材・メLや製材工場・「'1州屋材木店・鈴木材木店・大野

材木店などがあり，年額5万7,000(i・12万3,000円に

及んでいる。また，秋田木工(株)の'''1木'三芸i'ii'iは年産

10万円になんなんとしていた。製糸柴の代表的な′t産

は，蜜本金20()万円の懸是秋、製糸(株)で，ほかに館野

・安久津の製糸場があり，年産額6,5811'1．26万4.875

円に達していた。蚕種製造業にいたっても'|:､糸同様に

余り!↓随一の雌産地であり，雄勝祁が金蝿の60％を占め，

そのうちの80％が湯沢町から生産されていた。

このような産業構造は，湯沢町の中心｣世機能のJm

となり，地域的統一の強度に反映されるものと考えら

れる。

写真4雄勝ⅢI会,Alf堂（杖ⅡI県指定文化財）

管理的機能

湯沢mnt.廃藩置1孫後，明治7年に外町.(司10年に

内町がそれぞれ盤理統合して近代の町制を施行した。

同22年の町村制施行後も'T-独で存続した。その州,"i]

治5年,ffll町に湯沢郵便局が開設され，同8年柳町に

湯沢警察料がl刑設された。同12年には，内廓町東Ilfiり

佐竹男爵邸に隣接して雄勝郡役所(写真3）が,没慨され，

雄勝郡の行政的1''心機能が立地した。I"]19年には，湯

沢'断林‘淵が内館町に設置された。同署は,m治23年に

廃止されたが，｜｢136ｲドに湯沢小林区署として柳町北部

に設置された。Iﾘl治22年には，田町に湯沢に蚊判所が

開設された。なお，湯沢町役場は内廓町中央車|Ⅲlに段

置されていた。町村制施行後は，同24年北荒町Iﾉq側南

端に雄勝郡会I篭‘}i篭(写真4が建築された。同議事′噛

内には,fﾘmm年に雄勝Ill)図書館が開館された。明沿

38年には,H鉄奥羽水線が開通し湯沢駅が|!|-J設された。

M43年にはII11111-郵便局，大正2年内廓町・秋Ill雌企

業取締所湯沢:虻所、元Ni役所内に穀物検査所湯沢支所，

同7年東松沢・秋Ill蝶正業試験場，同8年東松沢・秋

旧県農1#講洲所，同13年内館町・湯沢土木小携所、内

廓町・秋川ﾘ14企業取締所等がそれぞれ開設された。ま

た，湯沢税務'潟は内廓Ill]-に立地していた。これらの管

理的機能は，内廓町・内館町・北荒町などの内町地区

と柳町・ffl町などの外町地区に立地した。そして，湯

沢駅の開設後は，市街地の周縁部に立地するようにな

った。おもな管即的機能の分布は図8－1のとお0で

ある。

一般に,4"枢禰;川1機能と中心商業機能が雌fl'iした業

務中心地帯(|x:)は，lll城郭の跡地と，それに|隣接する

|||武家屋'股地帯であることが多く，地方中都市におい

qワ
Jイ





湯沢・雄勝地域の中心性に関する考察

ても多いとされてL,る40･湯沢町の場合においても同

様の立地傾向が黙られた。

生産的機能

木材・木製品

木材工業の立地は，林ﾉ唯筏源地と消'凹地が離れてい

るために，原料産地に近い原料の喋荷地と消岱地の二

つの立地点をもつのが一般的である。木製i'ii'iI業は，

各地に特産地を形成する場合が少なくない。

湯沢町の木材業は，江戸剛にすでに特産化の傾向が

あったが，明治期に飛躍的に発展した。ことに，奥羽

本線の開通によって，湯沢駅前に製材1-:場が多く立地

し.'I-産的機能配置においても大きな変化がゑられた。

駅前地Kには，明治38年に奥小l本線開通とともに周

|川の磯富な原付消化を||的としてid設されたI.v.-llll製材

所m治1(1年・合街会社湯沢木工所，大Ⅱ【8年・株式

会社湯沢製材所に改糸a)が立地した。昭(II初川の製材

能力は，年額11)万石に及んでL､た。次L,で,I..-143年に

秋田木工(株)が曲木工芸miの製作を目的に創設された。

昭和4年の生産規模は,^r-6万5,000脚，Ⅱ産300脚

の能力を有し，テーブル・スキー・自動車ハントル・

曲木矩健などの各種曲木^1Ⅱ『,を製造した。従業此60余名

に及んでいた。大E13年には，鈴木製材所（年額6,(111(1

m・丸介製材所（同3.000{('が立地u昭和4年に

ip州離材ｲ<Iliも立地した。Ilｲ杯Ill年に，前森IllJ-凡や製

材所（同4,000fT)が創殻され，清水尻には火脚製材所

もあった。「糊新町・御影屋は，灘の製榊技術を導入し

て酒樽工場を昭和3年に附設している。また，浦町で

は,mn連続I禰店が醸造川具を製造していた。さらに

柳町商店街では，川島タンスルi・Iノト藤伝作li'eii'i小冊1

原豊治商店が家具・ダンスなどの木製i'ii'iを扱っていた

（図8－6）。

このように，湯沢町の木材・木製mi工業は，湯沢駅

前の喋荷地における製材・木l業と酒造関巡水I薬が

ﾉ|i産的機能としての特質をもっていた。

なお,m町・雄||糊'1i林(株)(AmE7̂ 設立),上川・

(介名)京野械林社(大正9年)が湯沢町にあった。

蚕種・製糸業

昭fII初期の雄勝郁の企砿業高･総数17名11)で余り1.の50

％をi'lめていた。湯沢町では11名に及び，そのうち，

法人組織が金池町県是秋ill製糸(株)垂種部，御l用地町

松高亜種(合衝)，同(合資)秋Ill亜種共進社，愛宥町(合

街)秋|Ⅱ企業社，秋田企業普及団などで，これら企種製

造分場・飼育分場を含めると30余ケ所に及んでいた。

垂種製造数量は，原企業36,708蛾，普及亜種418.564

瓦で1>li,↓製造総額の7剤に達し，普及鉦極はII所有総

額の8判以上を供給しうる状態にあったという（雄勝

の全貌)。製糸業は，金池IHJ-ﾘâ 是秋田製糸(株).湯の原

安久津製糸場で代表されていた。県是秋Ⅱ1製糸（前身

は雄勝製糸場）は，年lilhl'i曲原料繭11～12万I'lに達し，

ﾘB^産噸の約半数を占めていた。したかって，附繭地域

ば雄勝郡を中心に全ﾘi4に及んでいた。駅ill)通D(南新

ll'lの(株)雄勝職市場は，大iHB年に,:(立され同15年

には取引数量4万1.000I'l'38万円余）に及び，県内第

一の｢IJ場として機能した。繭の集散地湯沢は，出慌期

には|||形・附島・長野・昨馬ﾘ1.などの各製糸巣者，仲

間人などで慌況をきわめた。雌勝繭市場のほかに取扱

lifili'iには,[Ⅱ町高橋常戯It'll店・駅前高政l淵店・大町倉

Ill忠吉i柑店のほか，阿祁陛吉商店・倉Ill忠戯簡店・今

野尚I.Ij・イ『川商店などがあった。

酒造業

文政11年'1828;「六郷洲造人別｣･'2によiu',湯沢町

には，彦兵衛・甚エ|畑1．ij}四郎・市兵衛・字兵衛・源

八・新上・久兵衛・膝I’・八エ門・庄介など禰造人11

f',が!祉録されている。mm初lUlには，福娘・白菊・両

間・雄物川・白怖・金時・瀧ノ音・小野のIll・金鱗・

千Ii'j・州裡の11銘柄の確造家がいた'W8-3)。その

殆んどが吹張町・’[1町・柳町・前森町・人工Ill)の外町

地|ﾒ:に立地してし､る。昭fll7年には，醸造額1万2,350

ｲi・1117;1.950円に達し，赫沢町の経済的な'I'心機能

となっていた。ことに鉄道wa後，灘酒と対拍Lするた

め，Ijf喋仁ｲ7衛門商ﾊliが地元産の軟質米と良水によっ

て新しく速醸翫法を採用し，「両閲｣の名で売り出し昭

Tiiĝ rには5.714{,-と'1;産品二を伸ばL,湯沢酒造界の発

腰に'寄与した。

文化的機能

文化的な'I'心地機能には，学校・研'先所・公会唯・

陳I書館，そのほか多傑なものがあるc湯沢町の文化的

機能は，祷政期にすでに|ﾉ1館町において黙られた。郷

校時群節が寛政6年(1794)内館町（現市立図11$館の位

il'iに創立されて↓､る。火ⅢIには津廼舎熟IIﾘ1治4年

創設)，また，時習学舎i")M年頃),麗津舎（同17～8

年頃)，雄勝義塾（同25～26年頃）などが.'ill設されてお
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り，教育的にも先進地であった。

昭和初期の学校・図書館等から湯沢IHJ-の中心地機能

をみると，根小屋町・内廓町・北荒町の内町地|え（図

8－2）がその中心であった。根小屋町には，大正7

年町立湯沢実科,高等女学校として設立認可され，同15

年に移管されたり供立高等女学校があった。同校は，大

正8年に湯ノ原上ノ小路に移転している。内廓町には

湯沢尋常高等小学校(明治7年創立)，同'｣､学校内の青

訓充当湯沢実業公民学校(大il'.9年).同女子家政女学

校(大正12年)，尋常.小学校准教員検定受験の準附を|｜

的とした雄勝教育義会立準備場(明治31年)などがあっ

た。一方，東松沢町には，大lEB^Il)立県立農小冒講習

所(佐竹義和公創設養蚕屋の所在地)があり，亜種製造，

蚕業技術員などの指導者養成所として機能していた。

湯沢町立図書航は，北荒町雄勝郡会議事堂に郡立図

書館として附設向II立された。大正12年祁制廃止と共に

議事堂は湯沢公会堂，郡立図書館は湯沢町立図書館と

として文化的事業をおしすすめた。青年教育・成人教

育を目的とする講習会，中堅青年・愛書家などによる

文芸座談会，読書会，史談会などの文化的11:業の中心

をなしていた。ほかに義太夫・踊・音楽・大弓剣道な

ども盛んで．あった。

社交娯楽機能

娯楽機能や飲食店などが集積して，人の流れも激し

く，最も股賑を極めているところを，繁華街・部市の

盛り場・歓楽街などと呼び，狭義の都市度を測定する

尺度ともなっている。地方の伝統的な歓楽街では，長

い時間をかけて形成されてきた，地方色豊かな個性を

もってL､るのが一般的である。

昭和初期における湯沢町の社交娯楽機能としては，

南新町・湯沢劇場，冊町・活動常設電気館や平清水新

町を中心とする花柳街などであった。

湯沢劇場は，駅前通りに大正9年雄勝繭市場として

建設された木造洋館である。総坪数220坪，観客席145

坪,定員1,000人の大劇場であった。奥羽本線湯沢駅の

開設による駅前地区の都市化現象には顕著なものがあ

り社交娯楽機能の立地もみられた。一方，活動常設電

気館は，湯沢町唯一の最古の活動常設館で，大正5年

に開館している。田町は，柳町・大町に連続する外町

商店街でもあり，湯沢町の娯楽機能として立地上の優

位性にも恵まれていた。同館は，定員800人の規模を

有し，音楽の設術も完備していた。

湯沢町の花側II街は，平清水新町，通称下新地を中心

に新附地祇園Illrに展州されていた。「ゆざわ」（昭和5

年）によれば，「料理ﾊ1)は十八'¥'-f.芸妓屋十一軒で芸妓

は大小二十七人|ﾉ1舞子(半玉)五人で外に貸座撤二，飲

食1,11八，娼妓六人，酌婦は二十八届る。大｣[十四年の

湯沢大火で花街も殆んど全滅したので||下のものは("I

れも新しい雌築である｡」と述べている43'・

昭和20年代に細墓された「雄勝総合便覧」には,¥

清水・割烹石川，｜司・割烹梅川，｜司・割烹竹の家，n

．削烹新よし，｜可・お料即仲よし，同．あけぼの,il'i

水Iノヒ・;|)i|烹雄し好,m-お料m宇治の里1司・編富，

同．名代中華そば黙のり*1:，浦町・八千代，大町・い

づ象食堆，｜||町高吉IAifうら・華留Ifll,などが掲救さ＃’

ており，湯沢町の飲食，社交界の一端をとどめている。

通常，繁華街は都市のなかで，全市民が最も多く利

用する中心商店街をさすのであるが，腸沢ⅢIの場合，

前森町・柳町・大町・Ill町・吹張ⅢJなどの伝統的な商

店街，奥羽本線の開aによって都市化された駅前通り，

清水町新町通称下新地を中心に新開地祇園町で主とし

て展開されていた。

医療的機能

病院・医院・旅婆・薬剤土薬局の医療機能分布はw

8－4のとおりである。病院・医院は，内館町．内廓

町・根小屋IIIJ-.北荒Ill]-の内町地区に集械されて，全休

の71.4％を,'lめている。ことに，内節BT，北荒町に多

く，内川｢地区の73.3％となっている。内科・外科・小

児科・・産科・婦人科・眼科・歯科に及び，内廓Ⅲ｣には

耳押・I'II'I喉・外科・産婦人科も開業されている。Ⅲ町

・人町には歯科医がI111業されており，下新地・湯の原

．'Ⅱ町には産婆，根小屋町・IⅡ町に二人の薬剤師が薬

局を開業している。概して，医療機能は内町地区に柴

中的に機能Nd置されている441．

宗教的機能

元和6年(1620)の一国一城制によって湯沢城は，破

却されたが，湯沢町は館を中心として内町・外IHJ-の町

割りをなしていた。通常，城下町では寺院は防禦の|｜

的から外濠近くに置かれるのが一般的であるが，湯沢

町の寺院のIV置についてみてゑると，その多くは柳Illr

のIﾂ耳方・湯沢大堰縁辺・浦町に集砿してL､る（図8－

5）。湯沢大堰は，湯沢中心街を北流する用水路で，膳
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長年間開削の伝承があり，潅概・防火用水としても利

用されてきた。

浦町には，曹洞宗東Ill寺・日蓮宗H善!y・曹洞宗長

谷寺・浄土宗浄土寺・真宗行目寺が大堰の両岸にn.侭

され，さらに平清水新町一向宗影現寺が隣接してL,る。

内町には，上町に曹洞宗揚灘Ill清涼寺が，内館町には

浄土宗選樺Ill善明寺がある。清涼寺は，〃,§竹|何家のi'v

提寺で，慶長年間に茨城県久慈郡から移したものであ

る。善明寺は，元常陸府中にあって佐竹家の給緑をう

けていたが，後に湯沢に移り佐竹家より寄進をうけて

いた。外町には，吹張町天台宗湯仙寺・大町真宗安乗

寺が配されて1，る。湯仙寺は，慶長年Ill]に佐竹義種の

祈願所として地立され，安粟寺は前森・下新地等にあ

ったが，慶長年間に現在の場所に移ったという（｢ゆざ

わ｣)。湯沢町の機能的配置からみると，館を中心に陪臣

・'1‘'厄が配置され，さらにIﾉq側に外町が，そして大堰

・寺院が配置される陥造となってL､る。

なお，内町鋲守は市街の東北端の伊勢''1.神'ﾘ}社，

外町は湯沢町の南端，松沢に接する愛'行||｜・愛満神社

が配されている。そして佐竹南家氏神八幡lll社が|ﾉ蝋‘1

町にあり，そのほか，南新町・清水神化上ⅢT-熊野

神社，松沢・iIlj倉神社,111谷・山神社，前森稲荷Ill-

稲荷社，湯の原・湯の原稲荷,w町・常峠稲荷（のち

に稲荷山に奉遥）などがそれぞれ祭ﾎされ，祭而u闇を

柵成していた。

3．湯沢町の中心性

事業所の地域的配置

昭和初期における湯沢町のおもな悔業所に閲Lては，

「雄勝の全貌」産業編に掲戦されている118｣11:業所に

つ（､て検討して建た･その分布(図9-1'についてみ

ると，柳町(事業所数221・大町(同20）・’1|町('1110）・

吹張町(同7）（写真5）・liil森町(同6の外I1IJ地Iﾒ舌に(if.

1#業所，全体の55.1%が雌概されていた。これに対し

て内町地区では，内廓町(1F業所数3）・根小屋町(同3）

・金池町(同2）・北荒町(同5）・織町(|可2）・内館Ill]

('可2）などで19t.-業所(16.1%;が分布するのみである。

一方，奥羽本線が開通後にと黙に都市化の進展のふら

ｵ'た駅前地膜には15事業lﾘ『が分布し，ルj新町Ji業所

数8）・平清水(|可3）・平tff水新町(IffI3)・清水尻I可

1）を含める30if業所に及び，令体の25.4%を占めてい

る。業種別45)にみると，食料品関係20it業所，繊維．

衣料Illlと医療関係が各17事捷所，製材・木工・装飾関

係141喋所，醸造業関係11蛎業所が上位5業種で，全

体の67.0％を占めている。そのほかの業椛は，表2の

とおりである。これを地|ﾒ〃1にみると食料MM間係では，

柳町・大町ならびに駅前地区に，繊維・衣料品関係は

大町・柳町・吹張Illlを中心に周縁部にも分布する。医

療m係は，北荒町・内廓町・内館町の内町地区と前森

町・柳111J-・大町・「II町の外町地区に分布Lている。製

材・木l蔦・装飾関係は，駅前・南新町・清水尻などの

駅iii)及びその間辺と柳町・前森町に集中的に分布する。

雌造業は，柳町を中心に吹張町・旧町・前森町と大I

町・金池町に分布する。概して，柳町・大町及び駅前

地|〆:を'I｣心とする分布榊造が特色的である。創立年代

のIﾘ)雌な104i)業所について，奥羽木線のi刑通・湯沢

駅附設It後の立地動f1をみると，明治39年以前の附業

tl業所が42.3%'44蛎業所)を占めているが，その多く

は|ﾘl端40年以降に術II業開始した悔業所が過半数357.7

％）を占めてL､る。奥羽本線|荊通以前に立地した1喋

所を地区別にみると，内|Ⅱ｣地区11.2%,外町地|ﾒ(60.7

写真5

吹推町一昭和9年一

Illﾉ､賑弘氏提供）

写真6現ｲ|ﾖの吹張町

儲

灘

群

鱗
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表2昭和初期における湯沢町の主要Il業所ノ.117謀業所)8.681円，法

人16猟業所)1万694円46と

なっている。法ﾉ、の街業税

額が全体の55.2％を占めて

いる。地E別にJ-入ると最も

,;j位な地I犬:が大町（営業税

細4,433円）て｡，次いで，’'’

Ill]"I司3.251円）・金池町(同

2,3()6円）・柳町iHi]2.2851']

・吹張町(Hl.SiB円）・駅

Iii]I'll,538I1l）・大工HIj-同

1,327円）・前森町(同1.406

i'JのII旧となってし､る。そ

の分布は図9－2に示した

とおりである。羽州街道沿

いの外町5町（大町･柳町・

lll町・吹張町・前森町）の

桝業税額1万2,935円は湯沢

mi全体の66.8兜を占め，人

町を中心に同心Nii9に税和

が逓減する分布上の特質が

ゑられる。I笥位地域の金池

IIIJでは，リi_是秋Ill製糸(株）

〈業種〉 （営業税緬2.266円)が，ま
i:醸造業,2:製材・木_l:.装飾,3:繊維・衣料i'iiu4'.食料i'i1'i
5：日用/in．雑It-文化川''1111，6：デパート・スーハ．7:i)・機械・金物，た,ﾉ<工町では欲Ill銘醸(株）
8：電気，9：雌設・雌築．io:-燃料,n:薬iIⅡi'・鉄砲・火蕊， （同1.307円)，駅前地|ベで
12:紙・I端器・普賠・川版・印刷,13:金融・保欣・イく動産，

14:運輸．車向,is:サービス,is:脈業,17:恢擦・法｛M1勝・教習所，は湯沢製材(株)(同1,0261']
（雄勝文化協会稀一昭和8年一「雄勝の全貌」によ')作成）．尚政商j,']同233円)17．

（株)雄勝剛｢|]場(同179111）・

％(柳町650％，大町53.3％など)に対して駅前及びK.-l湯沢迎送(株)(|W)100円)I櫛新ill]-・雄勝製材I司30円)な

緑地|ﾒﾆが97％と極めて低位で，駅前及びそのﾙH辺地どの法人営業税で98％以上を占めている。外Ⅲ15町に

城は明治40年代以降に立地した‘lf業所で,1『めている(炎おけるおもな法人についてみると，ノ<町地Kでは(株）

3）。駅前地|ベでは,151喋所のうち14i1雄lﾘ『がIﾘimo雌勝銀行(営業税額1.9701'])・ル狸f合名会社'(jn]474

ｲド以降に立地した1f業所であり，ルリ新町においても71｣l）・水庄屋4'In]183円）・雌､ド塩元売捌(合)湯沢芝1,1)

･'1業所のうち6If業所をi'lめている。駅前・南新町地1司45111）．（株)長坂商店湯沢芝店5"(In]11円),ffl町で

|人:の製材・木r.及び運輸|秘l係業種の立地に，その特色は〃'illl合橘会社i(N958P])-湯沢製菓(株II1113IH;,

をうかがう二とができる。柳町。（資)湯沢銀行(同792P],,吹張町・湯沢酒造(株）

営業税からみた湯沢町の中心性（同1.007P])などがあげられる(図9-3)。概して大Illl

「秋IIPV.-名鑑」所救の1'i人ならびに銀行・会社等のを核とする外mi5miの法人桝業税は金剛1業，買廻i'ii'iを

法ﾉ、営業税から．昭和初期の湯沢町における中心性に扱‘う堆樋か卓越的である。外町5町のI,引縁部ては，滴

ついて検討してゑる。憐柴税総額はi;;9.375piで，個造業・製糸・繭糸業・木材・製材業・運送業などの業

－43－
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湯沢・雌勝地域の中心性に|秘|する号察

金池町，大工町，駅前地区に展|刑される禰造業・製糸

業・製材木工業などの工業化にともなう中心地磯能に

特性が認められる。

紙幣につt､て，山林48，374～410

M)崎千晴1980:明治前！＃Iにおける中心地の階層的

配慨につL､て－秋川ﾘ,↓を堺例として－，尚野史男綿著

：『都市形成の地即的ﾉ!§盤』大明'堂，62～73

杉浦芳夫a979):為紳流動からみたIﾘI梢lUlにおける

わが'印の機能地域,4-村和郎綿：『理論地.叩学ノート

'78』窄間の即諭研究会，30～52

吉津il'i樹(1978):Iﾘl続期，関東地方における銀行の

立地過程一とくに中心地体系との関連において，人文‘

地即30，406～428

i'filll洋'1967):大分県における中心地階層の遷移，

蛎北地即19,114～124

il.此泰夫・松本I亜I子(1971):|矧東地方における明治，

ﾉ〈li.期の市街地分布，地理学評論44,1~l3

iﾉq村睦男1979':m治初lUlと現在の中心雌落，奈良

女子ﾉ〈学地理学報告1979,1～15

漉辺良雄(1967):束北地ﾉJにおける'p心地の階I幹分

化，典北地即19－1

拙稿(1972):秋Illl',↓のj血洲笥，東北地理24-2,

P214～221

－（1975：巡話通偏からゑた秋ill蝿の+心地機能，

秋Ill地理10,PI~8

(1970):秋Illﾘmの遡信間~描手紘地の場合~

秋Ill地即6,P73~79.

「秋llI藤における在郷'柑人の化成と発展｣，脈山7

「近世漆滞工業の研究｣，吉川弘文館ほか

「藩政後期・明端前lﾛlにおける雄勝伽の産業隣造｣，

秋III!),4立博物館研'先報告12,PI～26

(↑儒琢郎綱''1927'息秋nil'.↓名鑑，帝同興硲所秋ini

iﾘi

mnmm・高橘Ⅱ富:．典林-illi助共細(1933):雄勝の

余貌，雄勝文化協会

Iﾙ崎冊三郎(1930;:ゆざｵっ,湯沢タイムス社

稚|吋朋山・栓Ill源厳共細'1907):雄勝名勝I誌・湯沢

'業Iﾉ1，ほかに，綜合文化洲間研究会編(1961):雄勝

Ill)iii人fi鑑,It'p､II排ﾄI社，斎I鰐捉徳・斎雌ﾉﾐ川-fiioa

良次｣fel'1982):紛沢・雄勝の地橘,illﾉpitPi

紛沢・雄勝地域の11324^111j村の人口の砿心が，それぞ

ｵ'の町村役場の位|厨にあると仮定して算州した。その

際イf意の直角I唯標軸に下した垂線の足をxi,viとし，

W,k地域の人11の大きさPiとすれば，

x=Spixi/P,y=2piyi/Pである。

Rillﾘ,！（1977）：秩川ﾘI.ﾘ16,177～178

儒水宗彦細(I893;:Km沿f:史火成（F巻,,P315

イi水雌雄1966:本邦I;要部市に関するRank-Size

Ruleの検定,愛媛ﾉ〈‘γ:紀喫第4部，5－l

Stewart,C.T.1958':Thesizeandspacingof

cities,Geog・Rev48

雌然I珊塊100if以Lの'p心地は総数91である。総戸数

I:t35.2()6i<で'('位'p心地の､Iえ均規模ば496.8）fである。

なお，階牌規械は，秋IIIlllf-8,7881=7を除く90i11心地

10

11

Ⅳむすびにかえて

木報告は，湯沢・雄勝地域の明治期から昭(11初期に

かけての中心性について若干の考察を試み､た。また，

昭和初期における湯沢町の中心地機能・中心性とその

地域的展開について考察した。しかし，都市間・商|習

などの中心調在法による中心州の解明や，機能地域な

いし結節地域としての地域境界の設定，中心地の空間

的な地域配置等々，中心性・中心地機能に|性lする残さ

れた課題も少なくない。今後，これらの課題をさらに

継続的に調査し，昭服1164年に予定されている当節の地

域展「湯沢・雄勝」のハックデーターとLて糖附して

いきたいものと考えている。

12

11ミ
LLJ

14）

1民、
上Jノ

16）

17

18

本報告にあたり，秋川県教育センター教:|研修部長

理学博'三斎藤涜則先生よりご指導いただきました。ま

た，湯沢市商~[二会，湯沢市教育委員会，秋PIﾘll-立六郷

高等学校教頭仙道良次氏，秋ffl県立湯沢北尚等学佼教

頭大坂昭沿氏，湯沢市斉喋茂美氏，当節の湯沢雄勝研

究協力員(顧問富谷松之助氏)，湯沢市Hi内信弘氏なら

びに当鮪解説貝秋Ill真即r氏ほか，多くの方々から街

料の提供等のご協力をいただきましたので，ここに深

謝申し上げます。
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32）

33）

34）

351

36）

37）

硫子清孝

（総戸数36,418戸，単位中心地平均404.6戸,SD'.ct;

－標準侃差-409.8）につL,て，平均仙を中心な･だで

で5段階にⅨ分し，最終的には秋Ill町を含め6段階に

階層区分した。その規棋は，

1位中心地:秋Ⅱ1町-8,788戸，

2位〃:917戸以上，

3位〃:712～916戸，

4位〃：507～711戸，

5位〃：301～506戸，

6位〃：300戸以下，である。

前掲28),P314

〃28｝．P310

市街・交血川地などの-t地利用型統計が不十分のため，

便宜上1戸当りの平均所有而賊で検討した。

大正3年・秋川県庁編「秋ffl県産業一班」P47には川

連漆器について次のように述べている。「雄勝郁川連

村の産物にして一村威く斯業に従IfL延ひて隣村三梨

村に及へり従業戸数二百六十戸職I.六百人を超ゆ素地

は此地方に暇富なるIll毛押を用ひ製i'ii'iは主に綱輪僻揃

ひ碗,'Iftil,硯箱及角紘の願なり特色は確り方のI弔固

にして*]藩の虞なく久しきに耐ふるの鮎にあ1)近来技

術大に進圭蒔給も亦見るへきものあり殊に沈金は其の

得意とする所にして美術的製品少なからす産出年額-|・

一関同に及へ0」。川述村の総戸数が，明治40年噸で

453戸，大m9年で543戸であり，川辿村の47.9～574

％が川連漆器業に従戦してL､た二とになる。明治44年

にIll連漆器徒弟学校を|淵校し，昭fil4年に秋川県r業

試験場設m.mm年Ill述漆器組合結成など，漆器関連

機能の立地がみられた。

法人If業所51のうち，尚業税のlﾘl示されている251f

業所について統計的にあつかった。

東成瀬村川r内佐々木+』1二代治氏のm人'営業税1.103円

で90.9％を占めている。

38）

39）

40）

11

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

5()）

51

52

－46－

梼瀬村川向(株)桁倉温泉の営業税17円である。

なお，明治4年に旧岩瀬藩領を継承して成立した消崎

県は，岩崎村を中心にして雄勝那下35ケ村が編入され，

藤庁がそのまま県庁となり袴即的中心地となった。し

かし，同年11月に府県官制の改制により秋Ⅱ1県に統合

した。「角川II本地名大辞典」編纂委員会(1980/:

角)llⅡ本地名大辞j45・秋IllﾘI,P777～781

日本地誌研究所(1973):地理学辞典,P301二宮II店

湯沢町11名，三閲村3,西馬音内町1,須川村1,院

内町1名．

秋Ill県酒造組合編(1970):秋田県酒造史一筏料柵一，

P87～88

前掲24),P145

*241,P64～65

湯沢市商工会監修「湯沢市商I房名鑑」（秋川週刊新IiiI

社細集・発行，1972）の分類（17部I"lに準拠し，比

較検討できるように考瞳した。

251#業所のうち，常業税のIﾘI示して［､る161茅業所の総

額である。

if;,政商Viは主として，穀物・細糸取扱Piとして営業し

てし，る。

京野合名会社は呉服太物を扱う法人。

合名会社木庄屋は岱金・11,．締販売を主柴としている。

長坂商Piは本1,1,"が期川町にあって，院内鉱山・阿仁鉱

illなどの御川i'ii'iを扱ってL,た･湯沢町のほかに，秋'11

市・枇手町・浅舞町・大曲町・能代港・本荘町・新庄

町などに支店，出張販売A',をもっていた。

京Ill合名会社は，代金有(illinll1券の買売などの金融業を

営んでいた。

11『業所l柴郁のIf業所は8If業所で，他は複数の業

煎を営業形態としており，その延業棚数35となる。


